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令和元年度病床機能報告　各医療機関からの報告内容と定量基準分析結果について   

※報告内容に差異のある病床のパターン　　Ａ：報告内容「高度急性期」→「回復期」　　Ｂ：報告内容「高度急性期」→定量基準「急性期」　　Ｃ：報告内容「急性期」→定量基準「回復期」
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秩父 秩父市 病院 秩父生協病院 療養病棟 慢性期 慢性期 35 35 療養病棟入院基本料１ 慢性期

秩父 秩父市 病院 秩父生協病院 回復期リハビリテーション病棟 回復期 回復期 40 40 回復期ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病棟　入院料３ 回復期

秩父 秩父市 病院 秩父第一病院 1階病棟 慢性期 慢性期 60 60 障害者施設等13対１入院基本料 0.02 0.53 0.02 0.22 4.95 慢性期

秩父 秩父市 病院 秩父第一病院 2階病棟 慢性期 慢性期 40 40 療養病棟入院基本料１ 1.50 1.03 慢性期

秩父 秩父市 病院 本強矢整形外科病院 療養病棟 慢性期 慢性期 17 17 療養病棟特別入院基本料 0.12 慢性期

秩父 秩父市 病院 本強矢整形外科病院 一般病棟 急性期 回復期 C 40 40 一般病棟特別入院基本料 0.48 1.45 0.08 1.95 回復期

秩父 秩父市 病院 秩父市立病院 南館３階 回復期 回復期 36 36 地域包括ケア病棟入院料２ 0.03 0.03 回復期

秩父 秩父市 病院 秩父市立病院 本館４階 急性期 急性期 50 47 急性期一般入院料１ 0.74 0.11 0.13 0.72 0.96 0.11 0.04 2.11 30.4 急性期

秩父 秩父市 病院 秩父市立病院 南館４階 急性期 急性期 50 49 急性期一般入院料１ 0.02 0.63 0.31 7.61 35.4 急性期

秩父 秩父市 病院 秩父市立病院 本館３階 急性期 不明/休床 29 0 入院料の届出なし 不明/休床

秩父 秩父市 病院 医療法人花仁会秩父病院 一般病棟 急性期 急性期 52 52 急性期一般入院料５ 0.17 0.04 0.08 2.27 0.29 0.04 0.46 4.67 36.0 急性期

秩父 皆野町 病院 医療法人彩清会清水病院 療養病棟1 慢性期 慢性期 60 59 療養病棟入院基本料１ 0.02 慢性期

秩父 皆野町 病院 埼玉医療生活協同組合皆野病院 3階病棟 急性期 急性期 60 60 急性期一般入院料４ 0.13 0.03 2.03 0.30 0.27 14.38 32.7 急性期

秩父 皆野町 病院 埼玉医療生活協同組合皆野病院 5階病棟 慢性期 慢性期 60 60 療養病棟入院基本料１ 1.28 0.03 慢性期

秩父 皆野町 病院 埼玉医療生活協同組合皆野病院 4階病棟 休棟中 不明/休床 30 0 療養病棟入院基本料１ 不明/休床

秩父 小鹿野町 病院 国民健康保険町立小鹿野中央病院 一般病棟 急性期 急性期 45 45 急性期一般入院料６ 0.04 0.69 3.09 31.1 急性期

秩父 小鹿野町 病院 国民健康保険町立小鹿野中央病院 地域包括ケア入院医療管理料 回復期 回復期 50 50 地域包括ケア入院医療管理料１ 回復期

秩父 秩父市 診療所 医療法人社団慈正会松本クリニック 回復期 回復期 19 19 有床診療所入院基本料 0.05 回復期

秩父 長瀞町 診療所 長瀞医新クリニック 急性期 回復期 C 19 19 有床診療所入院基本料 回復期

秩父 長瀞町 診療所 落合眼科医院 急性期 急性期 7 5 有床診療所入院基本料 2.40 急性期
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2.0 0.5 0.5 0.0 0.0 0.5 0.0 0.2 0.2 8.0 2.0 0.1 0.1

注 ① 「病床数（一般＋療養）」、「稼働病床数」、「入院基本料・特定入院料」は、各医療機関から様式1により報告された令和元年7月1日時点のデータ

②区分指標ごとの各医療機関の診療実績は、各医療機関から様式2により報告された令和元年6月診療分かつ7月審査分のデータを基に計算

（但し、「Ｏ」は様式１により報告された平成30年7月1日~令和元年6月30日のデータを基に計算、「Ｐ」は様式1により報告された令和元年6月のデータを基に計算）

○この分析結果は、各医療機関に病床機能報告内容の変更や、病床機能の転換を求めるものではなく、各医療機関に分析結果を把握いただいた上で、

地域における今後の医療機能の分化と連携の検討に活用するものです。

○また、実際の病棟には様々な病期の患者が入院している中で、わずかな機能の差によって区分結果が変わることから、区分線には「絶対のしきい値」がある

わけではなく、ある程度の幅を持たせて考えることが必要となります。このことから、分析結果は当該病棟の医療機能を機械的に決めるものではありません。


